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Ⅰ本日は ｢古代ギリシアの宇宙論｣ について講義させていただきます｡
｢宇宙論｣ という言葉は ｢コスモロジー｣ (cosmology) の訳語です｡ では,
｢コスモロジー｣ とは何を意味する言葉なのでしょうか｡ ｢コスモロジー｣
という言葉は, ｢コスモス｣ (, cosmos) と ｢ロゴス｣ (	, logos)
という二つのギリシア語名詞から作られた合成語です｡ ｢コスモス｣ と
｢ロゴス｣, これらはいずれもギリシア語のなかでもたいへんに由緒の古い,
重要な言葉であります｡ 合成語としての ｢コスモロジー｣ という言葉の内
実に言及するに先立ち, 古代ギリシア語の ｢コスモス｣ ならびに ｢ロゴス｣
について若干のことを述べておくことにしましょう｡
１. ｢コスモス｣ という語









すが, これは元々, ｢適切・効果的かつきちんとした (事物・物事の) 諸
部分の配列・配置・構成・装置・構造｣ 等を意味し, そこから転じて,
｢立派な飾り｣ ｢装飾｣ ｢装身具｣ ｢化粧｣ ｢化粧品｣, さらにはまた, ｢整然
と群れをなしたり集合したりしているもの｣, たとえば羊群や軍隊が, ｢訓
練や指揮にしたがって手際よく・きちんと・見事に整列・順序・秩序づけ
られてあること｣, ここからさらに, 道徳的・社会的な意味で, ｢よい振る
舞いや法にかなった行為｣ などに関連するさまざまな意味をもつに至りま
した｡
つまり ｢コスモス｣ およびその同類語は, もともと, 軍事的・政治的・
美的・建築学的・道徳的諸領域でのさまざまな文脈において用いることの
できる言葉でありました｡ しかしそれらの語義は, かならずしもただちに,








いった人々の言葉のなかにも目撃され, ｢宇宙秩序｣ や ｢世界秩序｣, ひい
てはまた ｢宇宙｣ そのものを表すものとして用いられるようになっていき










さて, ｢ロゴス｣ () という語のほうですが, これは ｢レゲイン｣
(	
) という動詞に由来します｡ ｢レゲイン｣ には基本的に二つの意味
があります｡ 一つは ｢選ぶ｣ ｢より分ける｣ のそれであり, 他は ｢数える｣
のそれであります｡ 第一のものからは ｢言明｣ ｢文｣ ｢命題｣ ｢説明｣ ｢主張｣
｢表現｣ 等々の意味が出てき, 第二のものからは ｢算定｣ とか ｢測定｣ と
かの意味が出てくることになりました｡ ｢ロゴス｣ という語のこれら二つ
の基本的な意味のうち, 重要なのは第一のもので, とりわけ ｢説明｣ とし
てのそれが, ギリシア哲学者の場合には最も重要なものとなっていきまし
た｡ そして, ｢説明｣ としての ｢ロゴス｣ は, とりわけ, 空想やイマジネー
ションを交えた ｢物語｣ 風の ｢説明｣ としての ｢ミュトス｣ (～神話)
との対比において, ｢合理的な討論にゆだねられ検討対象とされるものに
ついて説明する言葉｣ という意味合いをもつこととなっていきましたが,
この意味こそは, わたしたちの論題である ｢コスモロジー｣ という合成語
に結晶しているものであると言うことができます｡ すなわち ｢コスモロジー｣















logie｣ と定義づけました｡ すなわちハイデッガーは, ヨーロッパ形而上
学の本質を, それが ｢存在－神－論｣ であるということに見いだしたので
す｡ ヨーロッパの形而上学は, その長い伝統において, 密接に関連しあう
三つの問題, すなわち ｢神｣ ｢世界｣ ｢霊魂｣ をめぐって展開してまいりま




コスモロジーは, それが始まった当初からして, すでに ｢コスモ・テオ・















も, これを造ったのではない｡ それは, かつてあったし, あるし, ある
であろう, 尺度にしたがって燃え, 尺度にしたがって消える, 永遠に生
きる火である｣ (断片 30)
と｡ ヘラクレイトスにとって ｢ロゴス｣ とは, なによりもまず, ｢尺度に
したがって燃え, 尺度にしたがって消える, 永遠に生きる火｣ としての神
の言葉であり, また, その表現としてのコスモスに内在する ｢尺度｣ であ





｢神は, 昼夜・冬夏・戦争平和・飽食飢餓｡ 香が炊かれ, めいめいのひ
とが好きなようにお題目を唱えるときみたいに, それは違ったものとな
る｡｣
この断片が言おうとしているのは, 神 (＝永遠に生きる火) が一切の対
立を超えたものであるということであります｡ 詳しくは 『古代ギリシアの
思想』 ｢第５章ヘラクレイトス｣ における説明を参照なさってください｡
















ドスの宇宙創世神話にみられるような ｢どこから, どのようにして｣ 現在
みられるような世界の秩序が成ったかという問いによって主導されました｡
そしてその際, 彼らは,
 万物の ｢アルケー｣, つまりものごとの出発点, 神話にいう ｢はじ
めに｣ を立て,
 このアルケーからの世界秩序の漸次的 ｢生成｣ と ｢発展｣ を説き,
 このアルケーをコスミックな ｢神｣ の観念に結びつけ,








した｡ すなわち, ラショナルな存在への彼らの信念は, 神的存在への彼ら
の信念と分かちがたく結びついていたのです｡
そのことについては, いちばん最初の哲学者タレスがすでに, 彼の立て
たアルケー ｢水｣ に冠して ｢神的｣ という形容句を冠したという伝承に現
れ, 彼の孫弟子にあたるアナクシメネスが ｢無限な空気がアルケーである｣
と語ったときに, そのアルケーとしての ｢空気｣ について, ｢空気が神で
ある｣ としたことからも明らかであります｡ イオニア科学の伝統を受け継
いだ漂泊の吟遊詩人クセノファネスが, アリストテレスの報告によれば,
｢全天を見つめて 『一なるもの (ト・ヘン) が神である』｣ と語り, あるい
は ｢コスモス｣ そのものを ｢一なる神, 神々と人間どものうち最大なる者,













｢世界は聖なるもの, 永遠なるもの, 測りがたいもの｡ 全体の全体,




(mundus sacer est, aeternus, immensus; totus in toto, immo vero ipse
totum; infinitus et finito similis; omnium rerum certus et similis
incerto; extra, intra, cuncta complexus in se; idemque rerum naturae
opus et rerum ipsa natura.)
｢コスモス｣ (cosmos), ｢ムンドゥス｣ (mundus) についてのこのよう
な見方は, ｢世と世にある欲は過ぎ去る｣ (｢ヨハネの第一の手紙｣ 第二章)
とみなしたキリスト教的な伝統が西欧文化の主流となった時代にも強固に
生き残りました｡ ｢世と世にあるものとを愛してはいけない｣ (｢ヨハネの
第一の手紙｣ 第二章) という言葉にもかかわらず, 被造物のうちの最大な
るもの, 最美なるものとしてみなされつづけたのです｡ すなわちコスモス
は神的啓示の最高の顕れでありつづけたのです｡ つまり西欧のコスモロジー





うに思われます｡ ニュートンは, みずからを, 浜辺で貝殻を拾って遊ぶ無









き, ボルンに宛てた有名な手紙 (Einstein and Born 1969) のなかで ｢あ
なたは神様がサイコロ遊びをすると信じておられる｡ けれども, 私は, 客
観的な世界に存在する完全な法則と秩序を信じています｡ 私はそれを, 本
能的な直観によって, なんとか捉えようとしているのです｡ 私はこのこと
を断固として信じます｣ と述べたとき, その信念は, イリヤ・プリゴジン











, 18871961) といえば, その
波動方程式 (1926) によってよく知られ, わが国では 『生命とは何か』




りますが, 晩年に彼は, 統一場理論における ｢真の前進｣ をめざして自信
をもって提出した 『アフィン場の最終規則』 (1947年) がアインシュタイ
ンの反論によって受け入れられず, 健康面でも眼に障害が出たりして, 科
学的世界像の基礎に関する哲学的問題に沈潜するようになりました｡ 『科
学的世界像の特性』 (Die Besonderheit des Welt-bildes der Naturwissenschaft)
とか 『自然とギリシア人』 (Nature and the Greeks, 1954. 邦訳河辺六男訳
『自然とギリシア人原子論をめぐる古代と現代の対話』 工作舎 1991年) と
いった著作が, その沈潜の結果として生まれました｡
シュレーディンガーは, 『自然と人間』 の最終章 ｢科学的世界像の特性｣
の結論部分において, 科学的世界像の原型としてのギリシア的世界像のも
つ特性として,  ｢自然現象は合理的に理解可能である｣ とする基本的仮
定, および,  この世界像の構成の基本的前提として, ｢認識主観｣ を世
界から閉め出し, これを ｢外部観測者｣ の役割に後退させる ｢客観化｣




のは (合理的な仕方で) 理解されうる｣ というものでありますが, これは,
シュレーディンガーによれば, ｢非降神術的・非迷信的・非魔術的な見地｣
の表明であり, 第二の仮定は, ｢理解する者 (われ)｣ (主体) を ｢理解さ
れる物 (それ)｣ の世界の外に置き, 閉め出してしまうものでありますが,
そのようにしてはじめて, シュレーディンガーによれば, 第一の仮定にお















べてについて, おそろしく無口｣ でありますが, それは何も不思議なこと
では決してなく, それはそもそもの始めから, 科学が ｢外界の描像を構成









は, それが科学である以上, 神について語ることをしないのである, と｡




な疑念を喚び起すものと映ります｡ 科学的世界像の来歴を, 彼は, ギリシ
アの哲学者たちの思想に直接に接続させていますが, 彼らの思想のシュレー
ディンガーによる取り扱いは, わたしには, 文献学的にみていささか根拠
薄弱であり, その解釈も一面的であるように思われます｡ しかし, それに
もかかわらず, 彼が近代以降の科学的世界観に妥当するものとして引き出
したところの, 上に述べた結論は, おおまかには, 妥当なものであるよう
にみえます｡ 近代の科学的世界像は (prima facie) ガリレオやデカルト以
来, ますます, ｢神｣ を消去する方向へと一途に進んでいったように思わ
れます｡ そしてその方向は, ニュートン力学に依拠して決定論的宇宙論を
展開したラプラスが, その宇宙に占める ｢神｣ の位置をナポレオンに問わ
れて, ｢陛下, わたくしには, そのような仮説の必要はございません｣ と
答えたときに, ひとつの決定的なかたちをとったように思われます｡
現代科学の大勢もまた, この趨勢をうけついで, おおむね, ｢主観｣ 排
除的かつ ｢無神論｣ 的であるように思われます｡ そして, ｢科学｣ という
ものをこういう眼, つまりシュレーディンガー流の仕方で眺めるとするな
らば, 今日の主題であるプラトンの 『ティマイオス』 篇で展開されている
コスモロジーほど ｢非科学的｣ なものはないということにもなるでしょう｡
というのも, この対話篇においてプラトンが意図したのは, ｢主観｣ ぐる
みの, そしてなによりも ｢神｣ ぐるみのコスモロジー, 言い換えれば神学
論的宇宙論, つまりは正真正銘の ｢コスモ・テオ・ロギー｣ であったから
です｡ シュレーディンガー流の考え方をする人からすれば, プラトンが
『ティマイオス』 篇で展開している言説は, およそ ｢科学｣ とは最も縁遠
い, ｢奇妙｣ な, あるいはもっと露骨に言えば, ｢グロテスク｣ な代物であっ





レージンガーには, プラトンが, ギリシアの ｢科学的｣ 伝統のなかにきち
んと位置づけられるべき人物であるとは到底思えなかったようなのです｡
が, しかし, そのような理解がはたして, 西洋の歴史を通じて正統的なも
のであったかどうかについては, 少々, 疑ってみてもいいのではないかと
思います｡ というのも, 『ティマイオス』 が ｢グロテスク｣ な印象を西洋
の人々に与えるようになったのは, せいぜい, ｢科学｣ (science) とか
｢科学者｣ (scientist) といった概念が ｢哲学｣ (philosophy) とか ｢哲学者｣
(philosopher) といった言葉よりも, なにか尊重に値するものと人々に意
識されるようになって以降のことではないか, と思われるからです｡
ところでニュートンはといいますと, まだ自分のことを, ｢自然｣ につ
いて思索をめぐらすひとりの ｢哲学者｣ だと考えていたのです (ニュート
ン 『自然哲学原理』 1687年)｡ 実際, プラトンの 『ティマイオス』 篇は,
西欧の知識人たちがアラビアを経由して入ってきたギリシア人の遺産のう
ちプラトンについて知った最初の記念碑的な対話篇でした｡ そしてこの対
話篇は長いあいだ, 西洋中世を通じてプラトンの ｢主著｣ とされ, 特権的
な地位を占めつづけたのでした｡ みなさんもよくご存じのラファエロ作の
フレスコ画 『アテネの学堂』 (ヴァチカンの間, 1512年) の中心をなす二人
の哲学者プラトンとアリストテレスのうち, プラトンが手にしている書物
を子細に眺めてみますと, その背文字には, ｢ティマイオス｣ (TIMAEUS)
という文字が読み取れます｡ ラファエロはプラトンを, なによりも, 『ティ





中世のコスモロジーは, その本質において ｢コスモ・テオ・ロギー｣ で
古代ギリシアのコスモロジー
― ―447
ありました｡ そういう観点から 『ティマイオス』 篇はさかんに注釈され・
解釈されてきたのです｡ そしてその伝統は, なにも中世に始まったという
わけではなく, すでにアレクサンドリアのフィロンにおいて開始されてい
たと見ることができます｡ フィロンは, キリスト教が生まれる以前に, ユ




た｡ その影響は, それ以降にあっても, ウイリアム・ブレイクといった詩
人や現代のホワイトヘッドやハイゼンベルクにいたるまで, さまざまな仕
方での強力な影響を及ぼし続けたのでした｡
３. プラトン 『ティマイオス』 篇の意義
『ティマイオス』 篇へのこのように多様な関心は, どこから来たのであ
りましょうか｡ それは, 『ティマイオス』 という対話篇が, 文字通り宇宙
における ｢一切｣ (パーン ～) を包括しようとするものであったからで
あります｡ ｢主観｣ を排除し ｢非降神術的・非迷信的・非魔術的｣ である
どころか, そこには, わたしたち, いわゆる ｢合理的思考｣ にすっかり染
まってしまっている現代人の眼からしますと, とにかく怪しげな, ソクラ
テスの時代から数えてでも9000年前に栄えたという ｢アトランティス大陸｣
についての報告 (プラトン 『クリテイアス』 篇) のような, ＳＦないしは
オカルトめいた話の類までが, つめこまれているのです｡ そして, プラト
ンの ｢コスモロジー｣ は, そうした, わたしたち現代人から見ますと, お
よそ ｢科学｣ 的議論というにはほど遠い, さまざまな議論のパッチ・ワー
ク(と見られるもの) の文脈のなかにはめ込まれているのです｡
『ティマイオス』 篇は, その構成において, 意図において, 謂うところ
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の ｢科学｣ 論文にはほど遠いものなのです｡ これをなにかに譬えようとす
るなら, 私は, 密教 (Esoteric Buddhism) の ｢曼陀羅｣ 図といったもの





のです｡ 少なくとも, それらの話題には, 密教の曼陀羅図に関連させて申
しますと, 大日如来が座す中心の位置は与えられておりません｡
４. 『ティマイオス』 篇の主題
では, いったい, 『ティマイオス』 篇の中心をなす話題は何なのでしょ
うか｡ その主題は, 表向き, 明らかに ｢自然的世界｣ (フュシス) です｡
そのことに間違いはありません｡ しかし, そのいうところの ｢自然｣ は
｢自然科学｣ との類比においてわたしたちが漠然と了解しているそれでは
決してありません｡ というのも 『ティマイオス』 篇でいう ｢自然｣ は, こ
の対話篇の冒頭部分が告げているように, 人間の本性や, また政治的動物
としての人間がくりひろげる全活動をも包含するものであるからです｡
すなわちこの対話篇の冒頭は, ソクラテスが ｢昨日の話｣ を思い出しな
がら三人の話相手にその要約をしてみせるところから始まっているのです
が, その趣旨は, ①生産者階級と戦士階級の区別, ②自然本性に即した専
門職, ③守護者階級の魂について, ④体育と文芸による戦士の教育カリキュ
ラム, ⑤私有財産の禁止と共同生活, ⑥男女無差別の仕事について, ⑦子
供の共有, ⑧優生学的配慮と抽選結婚, ⑨育児の際の選抜と交換といった
ものであり, これは明らかに 『国家』 篇の第二巻から第五巻までの内容に
相当する筋書きで, そのことからも分かるように, プラトンは 『ティマイ
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オス』 篇のコスモロジーを, 『国家』 篇における理想国家論を包含するも
のとして展開しようとしているのです｡ そして, 問題の 『国家』 論はとい
うと, ひとつの目的論的政治思想の展開であり, そこでは ｢善のイデア｣
といったものが, 議論の中核をなすものとして提出されていたのでした｡
『ティマイオス』 篇は, 少なくとも表向きには, 『国家』 篇の課題を引
き継ぎ, これをいっそう大規模な仕方で, 人間本性にかかわる一切を宇宙
的規模から体系的に説明しようとするものである, と言わなければなりま





みましょう｡ アリストテレスは 『自然学』 第二巻第三章において, およそ
何であれ生じたものについては, 必ず四つの原因によって規定され, それ
ら四つの原因にその生成を帰することができると述べたのでした｡ ｢原因｣
と訳したアリストテレスの言葉 ｢アイティア｣ は元々法廷用語で, ｢責め｣
｢責任｣ を意味する言葉です｡ その ｢責め｣ ｢責任｣ という言葉を, アリス
トテレスは, ものの生成の原因という概念に鍛え直し, 生成物についての
｢形相因｣ ｢質料因｣ ｢動機因｣ ｢目的因｣ を区別したのでした｡
例えば, 一個のヘルメス像をとってみますと, その材料の青銅は ｢質料
因｣ であり, その形は ｢形相因｣ であり, それを造った彫刻家は ｢動機因｣
であり, それがそのために作られたところの祭礼は ｢目的因｣ だというこ
とになります｡ アリストテレス, そしてプラトンの思考もまた, これら四
つの ｢原因｣ という概念枠組みによって規定されていました｡ ところが近
代の思考の顕著な特色は, これら四つの原因のうち ｢目的因｣ と ｢動機因｣
を排除するところにあります｡ なるほど生物学にあっては ｢目的論｣ がな
人間文化研究 第２号
― ―450
お生きておりますが, その ｢目的論｣ が ｢動機因｣ としての ｢神｣ の概念
に結びつけられるや否や, 心ある現代の科学者たる者は顔を顰め背をむけ
るものだ, ということになっております｡ 比較的最近のところでは, 具体
的に, 古生物学者ティヤール・ド・シャルダンの大胆不敵な進化論が, そ
ういった, 顔をそむけてしかるべきものの一つの典型だとされております｡
つまり, 『ティマイオス』 篇には, アリストテレスが四原因として数え
たすべてのものが顔をそろえて出現し, しかもそのコスモロジーの原理的
な位置を占めているわけです｡ 近代のコスモロジーが取った所謂正統派の












備えた生き物｣ として生まれた, とされています｡ しかしその創造ないし
形成は, なんらの素材なしにではありませんでした｡ その創造ないし形成




トン 『ティマイオス』 篇に登場する神デミウルゴスは, よかれあしかれ,
キリスト教の神のように ｢無からの創造｣ (creatio ex nihilo) を行なう全
知全能の神ではありません｡




全能ではなく, その創造の行為は, あらかじめ存在する二つの原理, すな
わち  永遠の生き物としてのイデア界をモデルとし,  それを投射・




６. イデア：写像＝存在：生成＝合理的なもの：準合理的 (蓋然的) なも
の
ここで注目していただきたいのは, プラトンによって, イデア界とその
模造品としての宇宙の関係が, ｢存在｣ と ｢生成｣ のそれに等しいものと
して捉えられている点です｡
プラトンは, パルメニデスの思想を継承し, 本当の ｢知識｣ といえるも
のはただ ｢存在｣ するものについてのみ成り立ち, 生成するものについて
はたんに ｢思惑｣ しか成り立たないと考えていました｡ したがってまた,
イデアとその模造品との関係はまた, ｢知識｣ (エピステーメー) と ｢思惑｣
(ドクサ) の関係に等しいものでもあったのです｡ 知識は確実ですが, 思































ス｣ という言葉が示すとおり, 人間の知性にアッピールしうる ｢合理的｣
な ｢秩序の体系｣ としての相貌を顕したのです｡ 換言すれば, 宇宙はその
とき, ｢合理的なもの｣ としての実在 (イデア界) がそれを通じて自己を
表現するところの媒体の所産である, と考えられたのであります｡
この事情に加えて, 感覚が捉えるすべては, つねに ｢生成｣ しており,
一時も本当の意味では ｢存在｣ してはいないとするプラトンの確信を考慮
に入れますと, 彼が, すでに述べた四つの原理に言及したのは決して偶然
ではなく, かえって, 必ずそうでなければならなかったのだ, ということ
が分かります｡
７. イデア, コーラ, 生成
こうしてプラトンにとって, 合理的に理解可能なものとしての自然的世
界秩序のありようは, 必然的に, その背後にあって実在する ｢存在｣ の秩
序, つまりは自然的世界秩序の存在を通じて自己を表現する真の実在, イ
デア的存在, を示唆するものであったのです｡ そしてイデアは, それを受
容するところの ｢コーラ｣ なしには, また, イデアを ｢コーラ｣ のうえに
映し出す働きを最善を尽くして実現する神としてのデミウルゴスなしには,




の関連において, プラトンが ｢ 生成するものと  生成するものがそ






いま引用しましたプラトンの言葉のうち,  ｢生成するもの｣ とは巨視
的には目にみえるものとしての宇宙全体を指しますが, 他方で, それはこ
の宇宙内に生ずる個々の事象の一切をも指しています｡ そして,  ｢生成
するものがそれに似せられて生ずる元のもの｣ とは, 巨視的にはイデアの
総体としてのイデア界そのものを指しますが, そこに含まれている個々の
イデア, たとえば ｢火のイデア｣ とか ｢水のイデア｣ とかをも指します｡
そして最後に  ｢生成するものがそれの中で生成するところの当のもの｣





ロン)｣ や ｢気 (アエール)｣ からの世界秩序の生成を説いたのでした｡ こ
れに対し, アナクサゴラスやエンペドクレスやデモクリトスといった多元
論を唱道した人々は, あるいは無限数の ｢種子 (スペルマタ)｣, あるいは
｢火｣・｢気｣・｢水｣・｢地｣ 等の根素 (リゾーマタ), あるいは分割不可能な











えておいて下さい｡ それは, プラトンに言わせれば ｢ただ理性によっての
み把握され, 完全にそれ自体として独立に存在｣ (51d) するものであり
ますから, 時空内存在ではありません｡ だから, もちろんそれは, 時空の
内に存在するわたしたちの頭脳のなかにあるものでもありません｡ 理想的
な設計図と言ったのはそういう理由からです｡
他方, ｢生成するもの｣ とは, この理想的な設計図としてのイデアの模
造品・写像であって, 当然それは, 自分以外のものであるイデアの写像と
して, ｢なにか他者のなかに生じ, そのことによってどうにかこうにか
『ある』 にしがみつく｣ 仕方で存在し, そうでなければ ｢それはまったく






問題はこの三者, つまり ｢実在 (あるもの)｣ としてのイデアと, その
写像としての ｢生成 (なるもの)｣ と, その写像がそこに写しだされる
｢場｣ のうちの最後のものにあります｡
この所謂 ｢場｣ (コーラ) は, プラトンによってさまざまな名前で呼ば
れています｡ イデアを ｢父｣, 生成を ｢子｣ とすると, 場は ｢母｣ に当た
ると言われ, ｢生成の乳母｣ (ティテーネー) と呼ばれ, ｢子宮｣ と呼ばれ,




















状態にあったのです｡ そして, 万有の秩序づけが試みられた時, 最初は,
火, 水, 土, 気は, なるほどなにかそれ自身の, 一種の痕跡を持っては




いるのは, 要するに, ソクラテス以前の自然学者たちが ｢アルケー｣ (根
本物質) からの宇宙生成と呼んだものの彼なりの記述であります｡ その記





シマンドロスは, ｢ト・アペイロン｣ の漸次的分化の過程から, 後代の人々
が四元素と呼んだもの, すなわち ｢火｣ ｢気｣ ｢水｣ ｢土｣ 等々に相当する
世界秩序の原素材が分出されてくる, と考えたのでした｡
もちろん, 相違もまた目立ちます｡ アナクシマンドロスは, たぶん,
｢火｣ ｢気｣ ｢水｣ ｢土｣ 等を, 世界秩序がそれらから形づくられる直接的な
素材だと考えたでしょうが, プラトンはそれをはっきりと否定しているか
らです｡ 世界秩序の生成以前にあった物質原理は, 彼によれば, ｢火｣ や
｢気｣ や ｢水｣ や ｢土｣ の痕跡にたぐえられる不均衡な力に満たされた
｢場｣ 以上のものではなかったからです｡ その不均衡な力というのは, 今
風にいうならば一種のエネルギー場のようなものです｡ それが宇宙生成に
むかって秩序づけられるにいたるのは, それのなかで無秩序に揺れ動いて
いる ｢火｣ や ｢気｣ や ｢水｣ や ｢土｣ の痕跡 (というよりは原質料) がイ
デア的原理である ｢形と数を用いて｣ 限定されることによってなのであり
ます｡ そして ｢形と数｣ は, プラトンによれば, ｢合理性｣ というものの
本質的な徴表の担い手であったのです｡
さらに, 宇宙生成の素材, 四元素としての ｢火｣ ｢気｣ ｢水｣ ｢土｣ は,
プラトンによれば, 決して究極的で不可分な元素, たとえばデモクリトス
が構想したような ｢原子｣ といったものでもありませんでした｡ それらは
可分割的でありまして, 二種類の三角形に還元される幾何学的立体, 後に
｢プラトンの正多面体｣ と呼ばれるようになった四つの多面体, すなわち
正４面体 (４つの面, ６つの辺, ４つの頂点), 正８面体 (８つの面, 12
の辺, ６つの頂点), 正立方体 (６つの面, 12の辺, ８つの頂点), 正20面
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